
地

球
琴

亨
五
番

第
四
戟
昭
和
十

1
年
四
月

一
-

横
演

ヤ
ル
ー
ト
間
の
海
洋
観
測

一
'
序

富

田
'
取
捌
紡
児

の
柑
迎

ニ
'
細
枠
群
･R
併
泊
の
概
況

五
､
敢
船
に
放
け
る
水
組
織
別
の
鮪
比

豊

原

義

一

三
､
槻
洲
の
方
法
と
井
の
侶

六
､
抑

語

一
､
序

言

日
本
撃
術
振
興
骨
第
三
特
別
委
員
骨
に
於
で
は
'
太
平
拝
島
峡
の
長
期
昇
降
に
輔
す
る
研
究
の
薦
め
'
南
洋
群
島

主
要
島
に
'
検
潮
所
を
設
置
し
て

海
水
面
の
永
年
鍵
化
を
観
測
す
名
清
が
成
立
し
､
委
員
た
る
桧
山
基
範
博
士
は

之
れ
が
設
湛
場
所
の
逃
足
の
た
め
､
群
島
各
島
を
巡
察
せ
ら
る
J
乙
と
し
な
わ
'
余
は
海
洋
学
関
係
の

一
月
と
し
て

博
士
に
随
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
ヵ
.
又
'
文
部
省
測
地
学
委
員
骨
に
於

ては
'
南
洋
群
島
各
島
の
重
力
測
定
を
.
同
じ

-
委
員
た
る
桧
山
教
授
に
委
嘱
せ
L
を
以
七
､
同
教
授
の
下
に
あ
る

'熊
谷
助
致
授
以
下
数
氏
は
､
之
れ
が
測
定
の

た
め
'
行
を
兆
に
す
る
乙
と
ゝ
な
み
､

1
行
は
昭
和
九
年
八
月
初
旬
､
筑
後
丸
(
日
本
郵
船
'
真
南
洋
間
廻
粒
)
に
よ

桃

砿

ヤ

ル
ー
ト
川
の
髄
非
職

測

二
望



地

球

節

二
十
五
各

節
四
班

71品

こ

み
て
横
紙
出
帆
'
サ
イ
パ
ン
-
ア
ユ
ア
ン
｡
ヤ
ッ
プ
寄
港
の
上
､
で

フ
ォ
ほ
重
み
､
同
地
に
数
日
間
滞
在
の
上
p
春

日
丸
〔同
配
､
婁
南
洋
東
西
連
絡
線
)
は
乗
船
､
ト
ラ
ッ
ク

｡
ボ
ナ
ぺ
｡
ク
サ
イ
視
察
の
上
､
ヤ
ル
ー
ト
に
至
み
､
再

び
同
地
は
よ
～,h
往
航
と
同
.)
航
路
を
パ

ラ
オ
に
蹄
少
､
パ

ラ
オ
よ
り
は
や
-
ア
ナ
諸
島
を
経
由
せ
ず
､
横
演
に
直
航

九
月
末
蹄
着
せ
-1
｡
PJ
の
間
'
約
二
ケ
月
は
亘
る
租
察
旅
行
も
､
大
部
分
は
航
海
は
費
し
.
検
潮
所
設
置
場
所
選
定

以
外
に
､
何
等
用
務
な
き
筆
者
は
'
京
大
班
学
部
に
於

で'
海
洋
物
班
撃
演
習
を
謄
任
せ
る
観
係
上
､
之
れ
が
演
習

教
材
HLJ縛
る
力
め
'
航
海
中
'
諸
種
の
簡
易
在
る
海
洋
観
測
を
試
み
た
み
｡
之
れ
が
名
め
に
'
汲
め
､
採
水
器

･
採

掘
器

｡
掛
倒
塞
暖
計

･
此
蛋
計

･
透
明
度
板

･
比
色
計
等
'
飴
少
嵩
張
ら
ざ
る
用
具
を
携
帯
せ
ん
t｡

斯
-
し
て
'
航
海
中
得
た
る
観
測
資
料
と
'
船
長
の
好
意
に
よ
タ
複
製
の
上
､
恵
典
に
預
-
し
航
海
報
告
と
を
以

て
､
観
測
位
置
の
算
定
､
現
場
比
重
よ
み
種
準
比
重
の
換
算
'
天
測
位
置
と
推
定
位
置
と
よ
カ
表
面
海
流
の
推
定
等

を
本
年
度
地
球
物
排
撃
科
塾
生
の
演
習
問
題
の
-1
部
と
し
て
課
し
､
そ
の
結
果
よ
わ
普
時
の
横
横
ヤ
ル
ー
ト
間
の
表

面
水
温
及
び
比
重
の
分
布
図
､
並
び
に
､
表
面
海
流
間
を
作
製
L
t
之
れ
等
と
観
測
資
料
及
び
そ
の
計
算
値
と
を
挿

寄
整
理
し
.
南
洋
旅
行
の
後
日
の
必
出
の
た
め
に
と
授
与
置
き
し
79
の
む
'
多
少
収
拾
し
て
､
本
誌
の
一
部
を
接
す

pJ
と
J
せ
-1
0

二
､
南
洋
群
島
領
海
の
概
況

群
島
領
海
の
操
さ
は
平
均
四
〇
〇
〇
米
に
し
て
'
海
底
の
地
形
を
大
観
す
れ
ば
､

マ
リ
ア
ナ
諮
島
･
ヤ
ッ
プ
島
･
パ

ラ
オ
本
島
は
何
れ
も
三
〇
〇
〇
光
の
海
底
姦
地
の
上
に
あ
-
で
､

を
の
米
側
に
は
､
夫
々
ー

マ
-
ア
ナ
海
碓

･
ヤ
ッ



プ
梅
洗

･
パ
ラ
オ
海
溝
が
連
鎖
状
に
配
列
し
､
六
rJ
O
O
米
以
上
の
粗
度
を
示
す
｡
就
中
'

マ
-
ア
ナ
擬
溝
は
規
模

臭

に
し
て
､
八
〇
〇
〇
米
以
操
の
匿
域
-

-

-

｡
同
海
溝
の
両
誌

苧

(1i12:糾3'5NE
)
に
､
蒜

湖
洲
が

大
正
十
四
年
､
九
八

一
四
米
を
健
側
し
､
更
は
昭
和
二
年
､
略
同
地
鮎
は
放
て
p
帯
皮
､九
八

<l
八
兼
を
健
側
せ
-
0

之
れ
鋼
線
を
以

て薯
際
着
底
せ
し
世
邪
教
泥
瓢
在
り
｡

ウ

ル
シ
以
東
ト
ラ
ッ
ク
附
近
迄
は
'
幅
三
〇
〇
浬
に
亘
る
三

〇
〇
〇
米
の
轟
地
に
し

て､
カ
ロ
-
ン
酉
牛
の
渚
島

は
rJ
の
上
に
散
在
す
｡
更
に
カ
ロ
リ
ン
光
牛
は
'
ボ
ナ
ペ
其
他

.i
二
を
除

き
y
P
何
れ
も
四
〇
〇
〇
米
以
上
の
浬
海

中
は
孤
立
し
､

マ
ー
シ
ャ
ル
の
礁
島
は
'
群
h
lな
し
て
､
同
じ
-
四

〇
〇
〇
米
以
上
の
泥
海
よ
-
陀
立
す
｡
而
し
て

西
カ
ロ
リ
ン
方
面
の
如
き
'
海
溝

･
浅
雅
は
認
め
ら
れ
ず
｡

本
群
島
は
北
赤
道
源
流
と
赤
道
反
流
と
の
流
域
に
曹

カ
'
北
赤
道
海
流
は
北
緯
十
四
五
度
を
中
心
と
せ
る
'
幅
約

八

〇
C
浬に
亘
る

一
大
酉
流
に
し
て
'
北
米
貿
易
風
に
ょ
与
で
生
成
さ
る
･J
純
粋
在
る
吹
送
流
孜

少
｡
総

て'
そ
の

流
域
と
流
況
と
は
貿
易
風
の
消
長
に
ょ
み
て
縫
化
す
｡
rJ
の
流
は
国
力
P
リ
ン
諸
島
を
過
ぐ
る
に
室
ら
'
大
部
分
は

北
方
に
輯
流
し
､
日
本
海
流
(
農
潮
)
の
根
源
と
夜
-1
'

一
部
分
は
南
方
に
輯
ず
る
も
､
間
も
在
-
'
甫
赤
道
源
流
の

北
方
分
岐
流
と
各
し

て東
方
に
碑
向
L
t
赤
道
反
流
と
在
る
｡
rJ
の
主
脈
は
略
々
北
緯
四
度
と
同
入
皮
と
の
間
に
し

て
p
幅
二
三
宵
浬
な
る
も
'
季
節
と
場
所
と
は
ょ
～,h多
少
差
典
あ
-
｡
北
赤
道
海
流
は

一
般
に

1
日
十
二
浬
内
外
な

る
を
普
通
と
す
る
も
'
赤
道
反
流
は

一
日
十
浬
乃
室
四
十
浬
に
し
て
､
夏
期
殊
に
損
し
｡
反
流
の
原
因
は
未
だ
十
分

群
か
在
ら
ざ
る
も
'
比
較
的
高
弧
に
し
て
､
且
つ
少
鵬
在
る
よ
-
見
て
､
密
度
流
乃
至
傾
斜
流
の
性
質
を
多
分
に
具

備
す
る
な
ら
人
と
科
せ
ら
る
｡
従
車
水
路
邦
は
よ
-
て
行
は
れ
た
る
'
こ
の
方
所
の
源
流
甑
に
ょ
る
調
査
に
ょ
れ
ば

拭

拭

ヤ

ル

ー
ト

閏

の
粘
杵
粍
測

諒
Td

三
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五
怨
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責

北
赤
道
源
流
と
赤
道
反
流
と
の
境
界
は
'
パ
ラ
オ
附
近
ほ
於
で
約
北
緯
七
度
､
ヤ
ル
ー
ト
附
近
に
於
で
は
約
北
緯
大

鹿
､
即
ち
p
ア
ン
ガ
ク
ル
と
ヤ
ル
ー
J･庸
胡
と
を
鶴
ぶ

.i
線
は
七
大
膿
に
於
で
東
西
補
流
の
境
界
と
考

へ
ら
る
｡
而

し

て.
fJ
の

一
線
の
北
側
は
沿
払
V
.'
数
多
七
島
喚

｡
浅
唯
の
散
在
す
る
た
め
､
乙
の
部
分
は
流
向
粒
々
と
な
み
P

流
速
も

一
般
は
大
な
る
を
例
と
す
｡

甜
津
方
面
の
海
の
襲
塵
在
る
pJ
と
は
､
遍
-
報
導
せ
ら
る
J
朋
な
る
も
'
殊
に
島
嘆
の
附
近
は
リ
ー
ブ
の
漢
操
は

従
S
､
種
々
の
色
彩
を
浮
映
し
戯
る
美
観
数
量
す
｡
水
色
は
大
洋
中
'

概
ね
フ
ォ
ー
レ
ル
第

4i
触
乃
至
第
二
魂
は
し

て
港
轡
内
精
々
低
下
す
｡
総
て
透
明
度
大
に
し
て
大
洋
巾
は

一
般
に
四
〇
米
以
上
に
達
し
､
港
轡
内
に
於
で
も
二
〇

米
以
上
は
及
ぶ

所
あ
ら
｡

三
､

観
測
の
方
法
と
其
の
値

永
池
観
測
及
び
此
重
測
定
は
､
森
口
四
回
､
船
舶
時
間
に
於

で､
八
時
.
十
二
時
､
十
六
時
､
二
十
時
の
定
時
は

行
ふ
む
原
則
と
し
､
港
の
出
入
時
の
都
倉
上
､
又
は
､
船
上
の
作
業
の
都
合
上
､
上
記
の
時
刻
に
観
測
不
可
能
在
る

と

P
Jは
臨
時
は
行
ふ
乙
と
･J
L
､
特
に
船
舶
が
特
殊
在
る
事
情
の
位
置
は
あ
る
と
き
は
､
勉
め
て
臨
時
観
測
数
行
ふ

乙
と
ゝ
せ
hl
｡

採
水
は
ズ
ッ
ク
製
採
水
桶
を
用
払
う
之
れ
ほ
綱
を
附
し
て
甲
板
よ
み
東
南
水
を
採
水
す
る
79
の
托
し
て
､
先
づ
第

lL
回
の
採
水
を
徐
々
は
行
以
そ
の
水
を

.i
且
放
棄
し
て
､
約
二
同
日
の
採
水
後
､
成
る
べ
-
迅
速
は
之
れ
を
引
き
上

げ
､
匿
も
ほ
水
弧
を
測
定
し
､
又
.
擬
水
の
.i
部
は
之
れ
h
t囲
筒
に
移
し
比
重
測
定
を
行
へ
-
｡
水
渦
は
棒
状
水
銀



第 一一-･衷 南洋群島の三相準時
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塞
駿
計
ー(
毎
度
目
盛
)
比
発
は
赤
沼
式
此
韮
計
B
魂
を
用
ひ
ね
-
｡
簡
収
は
水
温
は
庇
の
露

迄

､
比
重
は
糖
の
動
揺
及
び
磯
閥
の
震
動
の
た
め
副
目
盛
の
琵
迄
目
測
す
る
こ
と
は
困
難
在

る
勘
合
あ
-
'
且
つ
飴
-
意
義
な
き
rJ
と
な
れ
ば
'
パ
ー

ミ

ル
の
猛
悪
で
恵

む
乙
と
ゝ
し
､
そ

れ
以
下
は
凹
捨
五
入
せ
-
｡
測
定
中
は

一
般
測
定
ほ
的
す
る
注
意
を
揖
凍
る
丈
け
厳
守
し
.

圃
筒
内
部
の
朱
池
､
水
面
の
塵
介
は
勿
論
'
比
翼
計
が
受
-
る
敦
而
張
力
が

一
棟
な
る
や
う

細
心
の
注
意
を
抑
払
､
比
翼
計
其
他
州
典
の
捕
沖
に
も
留
意
す
る
を
怠
ら
ぎ
-
し
な
-
｡
之

れ
等
の
観
測
と
同
時
に
'
上

甲板
備
付
の
塞
陵
計
､
及
び
､
地
同
室
に
あ
る
メ
-
ソ
ン
私
製

の
ア
ネ
P
イ
ド
気
曝
計
に
ょ
-

'
気
温
及
び
乗
魔
を
も
併
せ
観
測
せ
-1
｡
叉
､
地
内
碇
泊
中

は
随
時
p遼
明
度
の
測
定
を
試
み
た
少
｡
透
明
度
板
は
､直
視
二
五
糎
の
も
の
を
任
用
せ
-
0

斯
-
し
て
'
水
泡

｡
比
重
を
同
時
に
観
測
せ
し
も
の
は
'
往
航
四
C
瓢
､
彼
此
六

11
鮎
'

計

一
C
二
鮎
に
し

て､
そ
の
内
､
港
暫
内
に
於
け
る
も
の

〓
ハ
回
あ
わ
｡
之
机
等
の
観
測
の

結
基
は
p
箱
二
表
に
示
せ
る
が
如
-
ほ
し
で
同
表
中
の
観
測
瓢
の
位
.#
は
'
航
源
報
骨
に
記

載
せ
る
､
縫
針
位
置
及
び
針
路
に
基
き
'
船
の
資
航
路
h
t閥
係
梅
園
の
上
に
求
め
､
観
測
時

恕
考
慮
し

て鯨
岡
の
上
よ
か
､
そ
の
経
緯
度
を
求
め
光
る
79
の
在
-
｡
又
標
準
比
重
及
び
塵

分
は
ク
三

-
ゼ
ソ
氏
の
海
洋
調
査
表
及
び
大
日
本
水
産
骨
の
梅
津
調
査
常

用衷
よ
か
罫
潤

せ
ヵ
｡
我
が
南
洋
群
島
は
'
来
閣
二
七
〇
〇
鯉
南
北

一
三
〇
〇
浬
は
亘
る
虎
大
な
る
匝
城
は
'
数

桃

渦
ヤ
ル

ー
ト

榊

の

梅

坪
槻
測

二
川
七

:,Tli



地

球

節

二
十
先
番

節
四

独

畠

八

六

多
斯
准
せ
る
現
相
島
礁
ほ
し
で
､
経
度
に
於
tJ
は
､
東
経

一
三
〇
度
よ
み
同

一
七
五
度
は
至
る
｡

捉
三

二
つ
の
標
準

時
が
設
け
ら
れ
航
海
中
の
船
舶
は
､
rJ
の
標
準
時
に
従
ふ
た
め
船
内
の
時
計
を
適
宜
婁
吏
す
｡

即
ち
､

;
標
準
時
施
行
地
よ
-,h他
標
準
時
施
行
地
に
航
行
す
る
場
合
､
を
の
航
海
日
数
に
賂
按
分
し
て
毎
夜
牛
に
壁

吏
す
る
も
の
ほ
し
で
､
観
測
は
何
れ
も
船
舶
時
に
よ
-
て
行

へ
る
を
以
で
､
中
央
標
準
時
と
の
時
差
を
不
す
た
め
'

乙
の
両
者
を
併
記
せ
か
.



一定 間 闇 望 F=i 日 (空 旦虫 歳 頗 緯鑑(N)恒 庇(i)

1 Allg 7/′ 8 ーL )ll 11一一1200 136800 724 29028J.141855'2 2435 14327
3 // 〃 1200 1124 2358 14340
4 // // 1600 1524 2319 14353

机 拭 56 // ′/ 2000 1924 2240 14412′/ 9 800 712 2047 14437
′〉サ イ パ ン 7 〟 // 1200 1112 2022 14451

8 〟 // 1600 1512 1936 14454
9 〝 〝 2100 2012 1850 14501
10 〟 10 800 700 1653 14520
ll 〟 // 1200 1100 1610 14521
12 // 12 1100 1003 1505 14535
13 // 13 940 840 1467 14538
14 〝 〝 1500 1400 1423 14454

サ イ パ ン 15 〝 ノ/ 2000 1900 1350 14410
16 // .14 900 830 1215 14204

.ー ヤ ッ プ 17 〝 〝 1200 1130 1154 14135
18 〝 〝 1600 1530 1127 1406B
19 〟 〝 2000 1930 1103 14022
20 // 15 830 830 936 13823

ヤ ツ 7○′〉 ノヾ ラ オ 212223 // 16// 17// //

∴ ; ツ 吊 細

ト ラ ッ ク′〉 ボ ナ ペ 28293031 Sep 1〃 〝〝 〝〃 3

: クナサ ー ; 摺 140060010001400 705 15816557 16053544 16134533.16223

可 毒§ 〝 6〝 〝〟 //〃 7〝 8 舶 § 520520520514555 1630216302163021662716938

第

二

表

桃
滅
ヤ
ル
ー
ト
閑

の
鴨
洋

槻
洲

三
党
l

ト
山



節

二
十
五
秒

哀露 (N )恒 比 (E ) 親 LL控 気 相 . 水 汎 桓 叫 拙 ;,:(S,l僻 甲

価 56.054,065.156.056.055.0 30.031.0′ 28.828.828.928ユ 28･ 2729282Sh g_7 d

7 00 . 158 14 56.1 29 28

7 00 158 14 56.1 27 28 7 2567 3458 ボ ナ ペ
7 00 158 14 55.0 30 282 2567 3461 ボ ナ ペ
7 02 157 48 55.7 27 ･2 8 2597 3497

7 11 155 29 57.2 27 2 3 2579 3474

7 13 154 58 57.9 27 2 8 r 2575 3470

7 18 154 15 57.0 26 28 2566 3457

7 22 153 34 58.2 26 2 9 2570 3461

7 31 151 59 68.2 28 282 2589 3487

7 22 151 54 57.2 30 297 2620 ,3526 - ト ラ ック

7■22 151 54 56.2 . 早 285 2568 J34160 トラック

7 22 151 54 56.0 3ti690061203404111 295 2603 L3505 トラック

7 43 151 41 畠6.1 29 290 2627 8535
ウ 26 149.18 58.0 29 286 2624 3532
7 22 148 34 5白.1 30 291 _2609 3513
7 19 147 51 66.2 29 287 2605 3508
7 16 1.47 05 57.0 29 287 2616 3521
7 07 144 44 58ユ 29 282 2539 3489 .
7 04 143 53 58.0 30 29 2609 13513

7 02 143 09 56.856.8.58156.257.057.857.4 30302727272625 292 2603 3605

7 01 142 17 286 2623 3530
.7 04 138 58 2 9 2579 A.-3474.I
7 06 13812 .274 2469 3331

715 13506 27.9 2544 3429
717 13427 26.8 2543 3427

7 20 134 28 潤 2 90050011526955158052061 26.7 2467 3328 パ.ラ オ

7 38 134 44 58.6 2 28A= 2585 3481

8 26 134 54 56ユ 2 28.1 2586 .8483

9 14 135 06 57.7 2 27.9 :2476 3340

11 38 135 36 58.4 2 28.4 2596 3496

12 27 135 47 59.0 3 28.7 2606､ -.3509

13 10 136 01 58.0 3 28.9 2624 3532

1356 13614 59.0 2 28.ウ 2605 -.3508
1628.13647 60.0 27 28.2 2600 3500
1715 13656 59.8 2. 28.3 2592 3490
1741 13706 58.4 2 28.8 2592 3490

2118 13735 61.1 2 28.6 2564 3585
2141 13787 61.1 2 28.7 2637 ■.3549

2305 13750 60.0 2 28.8 2631 3541
2530 13816 62.7 2 28.0 2644 3557
2616 13823 62.5 2 127.9 2660 .3580
2749 1B840 62.5 29 27.1 2583 3479

3150 13923 64.5 28 25.9 L2584: 3480
3256 13933 66.6 2 23.8. 2572 3465



~~~す .~ ~海 l温 上土t垂 ;ii:頂評TJBtL

弓 蓋を
52 〟 /′ 2000 18 tly軒
153 // 15 800 ′6 00
54 //. // 1200 1000
55 〝 〃 1600 ･1400

ボ ナ ペ 56 〝 〃 2000 .1800
57 〝 16 800 630

′- ト ラ ッ ク 58 〝 〝 1200 1030
59 // 〟 1600 1430
60 〝 〃 200∩ 1830
61 〝 17 800 .700

64 〝 18 1600 1500
65 /′ 〃 2000 19 00

67 〟 // 1200 1100
68 /′ // 1600 1500
69 〝 〝 20()0 1900

ト ラ ッ ク 70 〝 20 800 718
71 // ′′ 1200 1118

′) パ ラ オ 72 /′ ′′ 1600 1618
73 // 〃 20 00 1918
74 // 21 12 00 1136
75 〃 〝 1600 1536
76 〝 〝 2000 1936
77 〝 22 800 800
78 〃 〝 12 00 1200
79. //23 800ー 800
80 ′/ /′ 1200 1200
81 /′ // 1600 1600
82 // // 2000 2000
83 〝 24 800 800
84= 〝 〝 1200 1200
85 〝 〝 1600 1600
86 〟 // 2000 2000
87 // 25 800 800
88 〟 // 1200 1200

パ ラ オ 89 〝 〝 1600 1600
90 /′ 〝 2000 2000

- 研 拭 91 // 26 80〔) 800
92 /′ 〝 1200 1200
93 〝 〝16 00 1600
94 // /I2000 2000
95 〝 27800 800
96 /′ //1200 1200
97 〝 〃2000 20()0
98 /′ 28800 800
99 /′ ′/1600 1600
100 〃 〃 2200 2200

第

二

衣

(
つ
ゞ
き
)

透
明
度
の
測
定
は
､
表
面
水
の
観
測
と
時
間
を
異
は
せ
る
を
以
七
㌧
別
に
纏
め

て第
三
未
に
示
す
｡

四
､
槻
測
結
果
の
概
要

未
耐
海
水
の
脱
皮
及
び
塩
分
の
観
測
筋
基
を
'
第
二
衣
よ
～,>聞
示
す
れ
ば
'
第

一
園
の
如
し
｡
同
問
に
就
き
て
見

構
減
ヤ
ル
ー
ト
閥
の
梅
坪
粗
測

孟

l
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甘
11111111-ll-･--
ー
･_=1
11･･1-
1----･･
･
･
･1-
.1--･･
･-
--･--･Il
-

る
ほ
､
関
北
航
略
の
往
航
は
放
て
､
幾
分
は
本
州
近
海
､

マ
-
ア
ナ
列
島
及
び
''1
ラ
オ
附
近
は
､
何
れ
も
三
四
‰
逓

な
る
に
､
小
笠
原
南
部
と
グ
ァ
ム
･
ヤ
ッ
プ
間
と
は
三
五
‰
以
上
の
匿
域
あ
-
O
乙
の
分
布
は
復
航
は
於
で
も
謎
め

ら
る
ゝ
所
に
し
て
'
社
復
両
航
路
は
来
酉
は
舶
骨
相
振
る
-J
も
､
乙
の
高
槻
な
る
二
つ
の
瀞
は
､
東
西
に
鼎
連
潰
せ

る
も
の
と
認
め
ら
る
｡
東
西
航
路
(

パ

ラ
オ
･
ヤ
ル
ー
ト
間
)
に
於
七
は
'
歴
分
三
五
‰
以
上
の
置
城
と
'
そ
れ
以
下

の
匿
域
と
が
'
交
互
に
存
在
し
､
航
路
が
北
赤
道
海
流
と
赤
道
反
流
と
の
境
界
に
階
へ
る
闘
係
上
t
rJ
の
両
海
流
の

接
梱
碑
の
状
況
を
敦
は
せ
る
も
の
な
ら
ん
.
且
つ
､
乙
の
鰻
分
分
布
は
､
徒
航
緩
航
北
ハに
同

一
の
状
態
聖
ホ
せ
-
.

表
面
水
温
は
本
州
近
海
を
除
き
'
大
部
分
二
八
度
轟
に
し
て
､
所
々
に
二
九
度
以
上
の
区
域
あ
ら
｡
そ
の
匿
域
は
往

航
と
復
航
と
は
よ
-,hて
'
多
少
の
喰
違
あ
み
P
且
つ
､
観
測
時
も
典
に
せ
る
を
以

て七
二
九
度
以
上
を
観
測
せ
し
直

駄
aJP
間
中
'
縦
線
を
以
て
産
別
し
置
け
･ch
(但
し
東
西
航
路
に
於
で
は
､
社
航
緩
航
共
に
二
九
皮
以
上
を
観
測
せ

し
部
分
堅
ポ
す
)
｡

表
面
海
流
を
船
の
天
測
位
置
と
推
測
位
置
と
よ
み
求
む
る
場
合
は
'
自
己
の
敵
機
の
受
-
る
風
俗
差
及
び
測
程
器

差
む
推
定
し
p
之
れ
h
=J除
去
L
t
其
他
不
良
の
誤
差
あ
れ
ば
'
之
れ
等
を
も
除
去
す
べ

き
に
し
て
'
経
願
に
ょ
る
べ

き
部
分
多
し
｡
位
で
､
源
流
報
骨
に
記
載
せ
る
も
の
を
､
そ
の
ま
ゝ
借
用
し
て
p
固
中
に
矢
印
を
以
て
附
記
せ
ゎ
｡

船
の
偏
流
よ
･a
求
め
た
る
渥
流
は
､
可
な
-
の
視
差
を
免
れ
ず
'
絶
封
信
用
し
終
る
79
の
に
あ
ら
ざ
る
も
､
パ
ラ
オ
･

ク
サ
イ
間
に
見
る
如
-
.
流
向
流
蓮
共
は
種
々
邪
多
な
る
借
覧
不
す
は
'
朱
西
岡
海
流
の
境
界
に
放
け
る
'
局
部
約

の
小
環
流
聖
ホ
せ
る
も
の
に
し
て
p
壮
年
'
岸
人
大
佐
の
手
に
在
れ
る
'
乙
の
方
面
の
海
流
瓶
に
ょ
盲
嚢
而
源
流
園

と
対
照
す
る
に
'
よ
-
瓶
似
す
る
を
見
る
｡
ク
サ
イ

･
ヤ
ル
ー
ト
間
は
'
明
か
に
赤
道
反
流
の
流
域
内
を
航
し
､
徒

桃

砥

ヤ

ル

ー
ト
間
の
海
洋
槻
洲

二
室

一
一



地

球

界

二
十
五
位

鉾

田

挟

ま

阿

}

二

経
典
に
鼎
常
弧

き
東
流
を
戚
じ
た
hl
｡

透
明
度
測
定
の
結
果
は
p
第
三
表
に
見
る
如
-
'
サ
イ
パ
ン
港
内
､
特
に
逸
明
に
し
て
.
碇
泊
場
所

の
水
探
二
四

米
は
し
て
､
海
底
ま
で
連
硯
す
る
乙
と
敬
称
ね

ヵ
｡
次

い
で
チ
エ
ア
ン
港
も
同
様
､
水
性
二

一
米
の
拓
底
を
見
た
ヶ
｡

方
は
ス
コ
ー
ル
の
製
氷
殊
に
多
-
'
碇
泊
中
に
も
屡

々
英
人
を
酔
ぜ
ざ
る
が
如
き
強
襲
に
脅
せ
み
｡
ボ
ナ
ぺ
港
の
如

き
は
､
注
入
河
川
の
た
め
に
よ
る
混
濁
範
囲
は
轡

口
ま
で
及
べ
与
｡
群
島
蘭
梅
の
透
明
度
大
在
る
fJ
と
は
'
既
は
前

逃
せ
L
も
､
そ
の
原
因
は
p
沿
岸
水
の
影
響
を
-
且
つ
暖
流
系
は
属
す
る
を
以
て
な

み
.
即
ち
熱
帯
地
方
の
海
水
は

麓
賛
物
の
敏
之
よ
少
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
教
生
悪
し

き
が
た
め
に
し
て
､

群
島
中

マ
リ
ア
ナ

方
面
が
特
は
透
明
な
る

は
､
北
太
平
洋
大
環
流
の
中
心
に
近
づ
-
が
薦
め
在

-
と
栴
せ
ら
る
.

以
上
は
航
源
中
は
行

へ
る
簡
易
観
測
の
結
果
は
し
て
'
測
量
船
満
洲
並
び
は
榊
と
向
等
商
船
の
練
習
船
遊
徳
丸
が

数
次
の
洗
掘
は
際
し
て
行

へ
る
'
乙
の
方
面
の
観
測
の
結
果
と
比
較
す
る
ほ
大
差
を
-
.

マ
-
ア
ナ
附
近
が
他
よ
-

多
少
少
鵬
な
る
は
､
屡

々
報
告
せ
ら
る
ゝ
所
に
し
て
'
今
次
の
観
測
は
於
で
も
､
そ
の
状
況
が
組
め
ら
る
｡
ボ
ナ
ぺ

附
進
は
､
群
島
中
､
最
も
降
水
最
多
-
､
年
四

〇
〇
〇
粍
前
後
は
連
す
｡
従

っ
て

乙
の
附
近
は

一
般
に
塵
分
稀
薄

に
し
て
p
乙
の
影
響
は
源
流
の
輔
係
上
'
遠
-

マ
リ
ア
ナ
方
面
ほ
ま
で
及
び
､
ボ
ナ
ぺ
北
方
海
上
よ
み
ヤ
ク
ア
ナ
列

島
は
豆

ム
ー
他
よ
み
少
械
な
る
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
rJ
と
は
､
数
次
の
進
赤
丸
の
観
測
に
ょ
み
於
卒
康
雄
氏
の
報
告

せ
ら
る
!
朗
な
る
も
､
.今
次
の
観
測
の
結
果
よ

-
見
れ
ば
､
rJ
の
状
況
は
ボ
ナ
ぺ
島
附
近
に
於

で､
兼
分
､
西
方
に

移
動
せ
る
が
如
し
0



大
ス
コ
ー
ル
襲
凍
中
は
於
け
る
表
面
水
の
鱒
介
は
､
可
な
-
稀
粗
せ
ら
る
!
も
の
托
し

て'
観
測
替
漉
36
は
､
ク

サ
イ
碇
泊
中
､
偶
々
弧
烈
な
る
大

ス
コ
ー
ル
襲
来
坤
に
放
け
る
観
測
に
し
て
､

比
重
に
於
で
二
‰
飴
の
減
少
,<LJ見
た

_少
○姉

li
岡
に
示
す
等
鰻
分
線
は
､
之
机
等
既
麓
の
観
測
報
骨
'
並
び
に
､
S
ch
ott
氏
に
よ
る
世
界
頗
介
分
布
図
を
参

照
し
て
轟
け
わ
｡
今
次
の
観
測
に
よ
る
麟
分
数
は
'
従
凍
乙
の
方
面
の
夏
期
に
放
け
る
観
測
姑
典
と
此
校
す
る
に
'

各
般
を
通
じ
て
多
少
大
な
る
億
撃
ボ
せ
る
が
如
し
｡
比
求
計
に
ょ
る
観
測
よ
り
換
算
せ
し
鰻
介
鹿
は
'
槍
鴎
に
よ
る

79
の
と
常
は
多
少
の
差
異
を
亜
ず
る
rJ
と
は
周
知
の
事
に
L
V
P
南
限
水
砕
に
於
で
は
､
兎
角
'
比
翼
計
に
ょ
る
も

の
が
大
な
る
値
を
ホ
す
傾
向
あ
-
｡
赤
沼
式
此
韮
計
は
水
温

一
五
度
は
於
y
r
正
し

さ
低
空
ホ
す
如
く
作
製
さ
れ
し

も
の
に
L

yp
水
瓶
高
さ
と
き
は
'
比
重
計
自
身
の
膨
脹
の
み
に
よ
れ
て
79
､
過
大
に
な

-
縛
る
乙
と
は
､
常
で
須

旺t
院
次
氏
の
報
甘
草
に
も
注
意
さ
る
!
所
在
-
｡
然
し
､
今
は
乙
の
差
韻
に
就
て
論
ぜ
ざ
る
乙
と
J
す
｡

五
､

配
船
に
於
け
る
水
温
親
側
の
粘
度

.各
船
舶
が
.
を
の
航
海
中
行

へ
る
各
種
の
観
測
は
､
之
机
を
航
海
報
骨
と
し
て
水
路
部
に
提
出
し
'
又
気
象
に
閲

す
る
部
分
は
'
別
に
海
上
気
象
報
骨
と
し

て'
海
洋
気
象
轟
に
報
骨
す
る
も
の
は
L
ltJ､
配
船
に
於
で
は

一
般
は
､

二
等
辺
塘
ij
之
れ
を
塘
任
す
る
乙
と
･J
な
れ
む
｡
之
れ
等
の
観
測
の
中
'
侮
二
時
間
は
行
ふ
先
駆

こ
粍
弧
及
び
表
面

海
水
脱
皮
の
観
測
は
e
数
名
め
舶
耽
交
代
し
て
之
れ
を
行
ひ
､
束
魔
に
就
で
は
粍
の
宗
ま
で
､
束
弧

･
水
温
に
就
て

は
皮
の
端
数
は
四
捨
五
入
し
て
'
舵
取
口
諒
に
記
入
す
る
定
め
な
-
0

枇
杷
ヤ
ル
ー
ト
関
の
油
坪
枇
洲

志

.fd

こ
こ



地

球

妨

二
十
五
各

節

四

挑

二
巽

t
四

之
机
等
の
報
骨
は
各
舶
舶
よ
･q
豊
富
に
基
少
'
各
方
面
の
海
況
を
知
る
蓑
韮
在
る
資
料
と
さ
る
｡
然
れ
ど
も
､
之

机
等
の
観
測
資
料
を
取
扱
ふ
上
は
於
で
'如
何
な
る
精
度
は
於
で
観
測
さ
れ
つ
･J
あ
る
か
む
知
る
rJ
と
は
､極
め
て
重

要
を
る
事
な
み
｡
聾
者
が
横
潰
よ
う
筑
後
丸
は
乗
舶
後
､
間
も
夜
-
気
附

き
心
事
は
､
表
面
海
水
採
水
用
の
ズ
ッ
ク

製
の
桶
が
p
飴
わ
に
小
形
(内
径
約

一
〇
糎
､
捉
n
約
三
〇
糎
)在
る
rJ
と
J
P
之
机
を
時
に
は
日
光
の
直
射
を
受
-

る
上
岬
板
の

山
隅
に
常
澄
せ
る
rJ
と
は
し
て
､
之
れ
が
為
め
､
永
池
観
測
は
際
し
て
'
探
水
桶
自
慢
の
影
響
が
相
常

闘
係
す
る
に
あ
ら
ず
や
と
Ej
へ
ヵ
O

一
方
舵
取
日
誌
を
見
る
ほ
'
前
記
の
如
-
度
以
下
は
之
机
を
四
捨
五
入
せ
与
｡

瓜
ふ
ほ
配
船
に
於

で､
現
在
の
用
具
と
方
法
と
を
以
て
行
ふ
観
測
は
封
し
て
､
乙
の
程
度
以
上
望
む
TJ
と
は
､
意
義

夜

さ
が
易
め
怒
ら
ん
｡
勿
静
､
之
れ
等
の
資
料
を
多
数
は
集
め
て
､
統
計
的
に
利
用
す
る
場
令
は
'
或
は
之
れ
ほ
て

十
分
な
～,Lと
云
ふ
む
符
べ
き
も
､

1
航
海
報
告
よ
カ
常
時
の
水
温
状
況
を
知
ら
ん
と
す
る
に
は
'
多
少
不
十
分
に
し

て
飽
き
足
ら
ざ
る
戚
あ
ヵ
.
従
っ

て'
就
敵
に
敷
け
る
現
在
の
水
泡
観
測
が
'
如
何
在
る
精
度
を
以
て
行
は
れ
つ
J

あ
る
か
と
云
ふ
乙
と
は
､

一
瞥
の
興
味
を
威
じ
た
ヵ
.

依
て
.
づ

フ
ォ
よ
少
春
日
丸
に
乗
船
後
'
直
ち
に
船
長
に
依
塵
し
､
菊
池
及
び
水
泡
の
観
測
を
､
皮
の
髭
ま
で
推

測
に
よ
少
葡
取
を
願
ふ
乙
と
ゝ
L
t
筆
者
も

一
日
四
回
の
此
京
測
定
以
外
に
､
随
時
､
束
魔

･
菊
池

･
水
温
の
観
測

数
行
払
.
両
者
の
此
政
を
試
み
た
ゎ
｡
乙
の
結
英
は
'
霜
に
此
瞭
観
測
嚢
を
省
略
す
る
も
t
A
を
聾
者
の
観
測
､
B

を
四
名
の
舵
取
が
交
代
ほ
て
行
へ
る
観
測
と
し
､
両
者
の
差
異
と
し
て
A
I
B
を
求
め
'
史
に
そ
の
差
異
は
つ
き
､

〇
･
一
番
の
回
数
を
瓶
別
す
れ
ば
､
第
二
園
に
示
す
が
如
き
公
算
曲
線
を
得
.

A
の
脱
･測
は
､
勿
論
､
躍
封
正
確
を
捌
す
る
乙
と
能
は
ざ
れ
ど
も
ー
斯
-
の
如
き
此
政
観
測
を
目
的
と
せ
る
む
以



机
拭
ヤ
ル
ー
ト
間
の
脂
洋
軌
州

て
用
典
及
び
方
法
に
よ
る
影
響
を
出
凍
る
丈
け
除
去
す
べ
-
､
入
念
の

注
意
を
緋

へ
-
｡
B
の
観
測
は
従
来
の
方
法
と
何
等
鍵

-
夜
-
､
唯
､

聴
取
を
庇
の
宗
ま
で
推
測
せ
る
に
過
ぎ
ず
｡
依
っ
て
大
腰
平
素
と
同
じ

観
測
と
見
る
こ
と
を
稗
｡

ruy
p
前
岡
に
就

き
て
見
る
に
､
先
願

･
気
組

｡
水
泡
何
れ
の
場
各

ち
,
明
か
に
観
測
と
瓜
は
る
上

三

の
観
測
を
含
む
も
､東
軍

気
温
の

耐
曲
線
は
蟹

止
し
p
固
上
の
面
積
よ
-,基

算
誤
差
を
求
ひ
る
に
､前
者
は

け
0.0
7

に
し
て
後
者
は

j=
0.0
8
を

少
｡
即
ち
同

一
観
測
器
具
を
t
A

B
両
者
が
測
称
す
る
た
め
の
'
個
人
的
誤
差
は

j=
0･
1
以
内
夜
も

之

れ
に
反
し
,
A
B
が
各
別
に
採
水
観
測
せ
る
水
温
の
曲
線
は
､
偏
平
に

し
て

且
つ
･
曲
線
の
最
高
鮎
は
左
方
(
負
の
側
)
に
帰
す
｡
之
れ
明
か

に
系
統
的
髄
差
の
存
在

を
不
せ
る
も
の
な

み
｡
前
同
様
､
間
に
つ
き

で

視
差
を
計
算
す
る
に

-
0
･2
5
j=
0
･
30
を
程
｡
即
ち
.
1
0
･2
5
な
る
系

統
的
誤
差
は
,
Fq
の
観
測
が
A
に
比
し
.
常
に
高
さ
値
堅
ボ
せ
る
も
の

に
L
V
,
両
者
の
塞
暖
計
は
示
度
の
比
較
せ
る
79
の
を
使
用
せ
る
を
以

て

器
差
に
あ
ら
ざ
る
乙
と
は
明
か
在
～,忘

恩
ふ
に
比
較
観
測
は
､主
と

し

て査
問
行
払
た
る
を
以
V
P
前
述
の
採
水
桶
の
常
置
場
所
の
関
係
を

]
1
濯

.1
人



地

球

節
二
十
五
食

餌
s
iT雄

志
八

二
ハ

ら
ん
と
考
へ
ら
る
｡
若
し
夜
間
は
於
で
も
此
敏
観
測
を
試
ひ
る
な
ら
ば
､
rJ
の
硯
差
は
正
の
側
は
79
揖
は
れ
.
結
局

指
摘
し
得
ざ
る
や
79
計
ら
れ
ず
､
次
に

j=0
,30
在
る
公
算
誤
差
は
､
嚢
暖
計
蘭
取
の
た
め
に
蕉
ず
る
個
人
的
誤
差

は
p
気
配
の
場
合
に
見
る
如
-
.
什
0
,1

以
内
な
る
を
以
て
.之
れ
は
主
と
し
て
､観
測
の
方
法
は
よ
る
誤
差
夜
カ
｡

船
舶
備
付
の
海
水
用
塞
暖
計
は
金
枠
附
の
も
の
に
し
て
'
海
水
中
に
暫
時
放
置
し
て
､
触
る
後
.
測
得
す
る
定
め
在

る
を
以

てp
棒
状
避
陵
計
は
此
し
造
か
に
時
間
を
要
す
.
且
つ
､
放
置
時
間
も

一
定
せ
ざ
る
が
如
し
｡
之
れ
等
が
輔

係
す
る
は
あ
ら
ず
や
と
考
へ
ら
る
｡

要
す
る
に
､
こ
の
此
政
観
測
の
枯
葉
よ
-
見
る
ほ
p
水
塊
観
測
の
線
度
は
決
し
て
慈
し
さ
も
の
ほ
あ
ら
ず
｡
皮
の

親
政
ま
で
測
称
す
る
79
意
義
夜
さ
は
あ
ら
ざ
る
rJ(
し
｡
唯
p
聴
取
日
誌
の
注
意
事
項
中
は
あ
る

｢
汲
取

ヅ
ク

ル
海
水

'二

度
拾
三

1度
日
ノ
ヲ
以
テ
測
稗
ス
べ
シ
｣

と
の
候
項
を
厳
守
rb
れ
凡
こ
と
を
盗
む
｡

以
上
は
､
春
日
丸
の

一
航
海
に
於
け
る
試
み
に
し
て
､
且
つ
､
此
政
観
測
の
回
数
も
僅
か
九
六
回
は
過
ぎ
ざ
れ
ど

も
､
他
の
配
船
に
於

でも
之
れ
と
大
差
夜
き
も
の
と
見
れ
ば
､
現
在
の
用
具
と
方
法
と
を
以
て
し
て
も
'
観
測
は
際

し
て
､
軍
は
度
の
税
政
ま
で
蘭
取
る
こ
と
に
改
ひ
る
の
み
に
で
(之
れ
ほ
は
､
別
の
鼻
カ
を
要
す
る
に
あ
ら
ず
)之
れ

等
の
資
料
は
､
准
魂
の
も
の
に
此
L
t
数
段
有
効
に
利
用
せ
ら
る
べ
-
.
定
に
探
水
桶
を
今
少
し
-
大
形

(
寓
種
を

現
在
の
二
倍
位
と
す
)
の
79
の
ほ
改
め
'
且
つ
､
之
れ
の
常
置
場
所
は
通
常
の
考
慮
を
緋
ふ
怒
ら
ば
､
表
面
水
弧
に

封
し
､
他
の
観
測
船
と
大
差
夜
き
稗
庇
の
観
測
資
料
を
得
ら
る
べ
-
､
線
で
の
政
敵
が
､
革
に
之
れ
史
け
の
改
良
を

施
す
こ
と
に
よ
っ
で
､
海
洋
撃
界
に
貢
献
す
る
所
'
偉
大
在
る
79
の
あ
-
と
信
ず
｡



六
､
始

五
日
三
日

南
洋
群
島
領
海
に
於
け
る
海
洋
観
測
は
'
肝
問
の
委
任
統
治
以
雄
へ
我
が
海
軍
水
路
部
に
於
で
､
数
次
測
量
船
を

派
遣
し
'
各
種
の
調
査
測
畳
む
行
S
t
海
北
の
大
勢
は
之
れ
敏
明
か
托
せ
み
｡
又
､
近
年
前
記
進
徳
丸
が
乙
の
方
面

の
遠
洋
航
海
に
際
し
表
面
海
水
の
観
測
を
行
以
'
表
層
水
の
性
状
調
査
に
大
い
に
貢
献
し
っ
J
あ
み
｡
然
れ
ど
も
'

威
汎
数
千
浬
に
亘
る
大
洋
の
性
状
は
､
之
れ
を
究
ひ
る
に
､
荷
播
衆
の
多
-
の
調
査
観
測
に
侯
た
ぎ
る
べ
か
ら
ず
｡

筆
者
の
航
海
中
に
於
け
る
試
み
は
､
表
面
水
の
簡
易
観
測
と
水
温
の
比
較
観
測
と
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
.
航
海

区

域

に
封
L
t
比
敏
的
側
部
多
か
-
し
た
め
p
局
部
的
の
状
態
を
窺
ふ
rJ
と
を
碍
べ
-
､
比
重
測
定
の
糖
典
に
基
き
蕃
き

し
等
飽
分
線
(第

山
岡
参
照
)が
'
パ
ラ
オ
･
ヤ
ル
ー
ト
間
に
於
で
波
形
数
量
せ
る
は
､
北
赤
道
源
流
(
西
流
)と
､
之

机
に
此
し

て少
触
な
る
赤
道
反
流
(来
流
)と
の
'
接
偶
状
況
を
不
せ
る
も
の
に
し
て
､
ト
ラ
ッ
ク
･
ボ
ナ
ぺ
間
ほ
て

切
断
せ
る
は
､
圃
中
p
知
斯
線
は
雲
不
せ
る
が
如
-
､
ボ
ナ
ぺ
北
方
多
両
地
域
の
影
響
は
よ
る
少
槻
背
の
一
部
と
'

光
両
面
海
流
接
触
群
の
波
形
的
低
地
部
と
の
交
叉
に
ょ
る
た
め
と
見
ら
る
べ
-
'
従
っ
て
著
し
ボ
ナ
ぺ
北
方
は
於
け

る
､
斯
-
の
如
き
地
方
的
特
異
性
が
存
在
せ
ざ
る
と

き
は
､
乙
の
東
関
は
走
る
等
飽
分
線
は
p
和

一
連
し
て
規
則
正

し
き
波
形
を
量
す
｡
且
つ
'
そ
の
波
長
の
略
利
等
し
き
事
と
'
往
航
復
航
共
は
同

一
の
状
況
堅
不
す
TJ
と
よ
-
定
常

状
態
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
如
き
は
'
注
目
す
べ
き
状
態
な
み
.
史
に
'
岸
人
大
佐
の
前
記
海
流
園
と
封
照
す
る
に

乙
の
波
長
の
牢
分
と
開
源
流
按
鯛
昔
の
幅
と
略
朝
等
し
-
'
叉
'
同
海
流
園
に
示
さ
る
ゝ
局
部
的
環
流
の
位
置
が
p
,J

の
波
形
の
一
山
に
相
磯
す
る
が
如
き
も
､
興
味
あ
る
封
魔
に
し
て
p
之
れ
よ
み
見
て
斯
-
の
如
き
波
形
は
'
接
禍
昔

構
演
ヤ
ル
ー
ト
問
の
縦
枠
瓶
測

蓋
九

一
七



地

球

鮮
二
十
五
各

節
四
狭

義

〇

一
八

の
環
流
の
布
衣
を
意
味
す
る
も
の
と
も
見
ら
る
｡
pJ
の
噴
流
の
成
生
け
捕
し
て
は
､
督
方
面
は
於
け
る
､
数
多
の
島

唄

由
浅
堰
の
地
形
的
存
在
が
､
多
分
に
視
軸
す
る
乙
と
は
朋
か
在
れ
ど
も
.

一
般
に
､
乙
の
東
田
補
流
の
如
-
､
互

に
平
行
し
方
向
鼎
反
す
る
二
海
流
の
境
碁
昔
は
於

で'
斯
-
の
如

き
波
状
が
存
在
し
て
然
る
べ

き
か
と
は
考
n
る
｡

以
上
は
､
笹
は

一
航
海
に
於
け
る
'
耐
か
も
簡
易
観
測
の
結
果
に
し

て'
こ
れ
よ
み
直
ち
に
､
カ
撃
的
探
索
は
歩

を
向
け
る
乙
と
は
､
制
か
早
計
に
失
す
る
を
以
て
'
拓
に
は
p
唯
'
興
味
あ
る

一
つ
の

factと
し
て
'
報
骨
す
る

に
止
む
｡
葦
以
､
凄
南
洋
東
西
航
路
は
爾
源
流
の
境
界

は
糟
弘
で
あ
ゎ
､
且
つ
p
表
面
水
の
観
測
は
航
走
中
に
於
で

容
易
は
行
以
得
る
を
以
て
'
他
の
時
季
に
於
け
る
､
こ
の
方
蘭
の
観
測
を
切
に
希
望
す
｡

終
わ
に
臨
み
､
航
海
中
､
骨
樺
筑
後
丸
船
長
並
び
に
谷
口
春
日
丸
船
長
以
下
両
船
乗
組
員
諸
氏
が
､
職
務
御
多
忙

中
に
も
拘
は
ら
ず
'
筆
者
の
鹿

々
面
倒
在
る
申
出
を
'

一
々
心
よ
-
御
承
諾
下
n
れ
､
且
つ
､
観
測
に
際
し
て
御
助

力
ま
で
惑
う
せ
し
こ
と
は
戚
謝
の
至
少
に
絶
え
ず
｡
小出
に
ぼ
-
謝
意
を
表
す
｡
(
昭
和

1
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松

且

一
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二

二
年湖
北

艦

政

江

及

び

鵬

洲

の
洲

免

黙
約
の
梅
洋
蝉
的
桝
斌

水
路
姿
報
節
二
篠
二

九
二
三
)

茄
松
瓜

1

南
洋
群
粍
方
面
の
梅
味
と
鳥
桃
の
地
形

水
路
嬰
朝
鮮
大
嶺
(
叫
九
二
七
)

水
路
部

日
大
航
十
四
中
川
月
至
昭
利
三
舛
三
月
､
測
温
舵
描
洲
粘
洋
洲
兜
報
竹

水
路

部
恥
骨
解
六
冬
〔
1
九
二二
!l)



約
日
悦
次

赴
他
九
節

1
次
北
大
平
作
机
階
梯
別
粗
測
朝
食

帖
印
幡
軸
齢

一
冬
(
f
九
二
九
)

松
や
跳
郷

地
概
九
日
節
十

一
次
表
餅
十
八
次
､
泣
押
航
脂
衷
耐
水
の
槻
洲

恥
拝
呼
和
解
二
ユ

ニ
血由

左

入

怨
〔
一
九
三
二
I
二義

)

%J
i
統
裁

一

滴
印
粁
砧
地
織
物
批
蝉
的
管
見

地
解
離
蕊
妨
四
八
年
(
.1
九
三
六
)

水
路
部

耐
押
抑
托
水
路
誌
(
1
九
三

一
)

大
日
本
水
産
骨

梅
坪
訓
悲
骨
川
虫
(
t
九
二
八
)

水
肪
部

脂
榊

南
洋
那
粘
方
問

三
三
非

滴
洲
闇
奥
陶
紀
産

N
y
by
oceras
f
oersLei
E
n
d
o
に
就
て

清

水

三

郎

小

幡

忠

宏
(1)

満
洲
関
本
浜
湖
炭
坑
附
近
の
所
謂
五
頂
統
よ
少
遠
藤
隆
次
博
士
は

N
y
by
ocera
s
f
o
er
stei

E
n
do
を

記
載
し
.

(
7

)(8
)

a
rctic
t
y
p
e

の
N

y
b
y

ocera
s
が
満
洲
周
に
於
で
も
聴
見
ruれ
ね
革
む
特
筆
し
た
｡
而
し
て

T
eiche
r
t

氏
も
其
後

上
記
遠
藤
氏
の
標
品
を
険
し
共
等
が

N

y
b
y

oceras
に
鷹
す
る
も
の
と
謎
め
で

N
･
foersiei
の
h

o
l.
t
y
p
e

敬

称
び
問
示
し
た
｡

7
万
に
於
三

九
三
四
年
小
林
月

山
氏
は
前
穂
と
同

山
産
地
及
同

一
池
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